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2008 年  04 月  16 日  

熊野の旅 南朝終焉の地 飛鳥 光福寺  

 歴史に出てくる、南北朝の争い… 
 今の朝廷は勝利した北朝の流れをくむらしいですね。 
 都を追われて南に落ちた側を『南朝』と呼ぶわけですが、最初はこんな南まで逃げ

てきたわけではなく、桜井のあたりから争いのたびに南に下がり、最後は散り散りに

なって行ったようです。 
 その南朝が滅びたあとの最後の末裔と言われる『尊雅王』と言う人が亡くなったの

が、熊野市飛鳥町神山（こうのやま）だそうです。その菩提は『光福寺』に祀られて

います。 
 このお寺には南朝にまつわる書付などもあるようですが、なにせ、歴史から消えた

南朝のことなので、あまり大々的に取り上げられたこともありません。 

 

 このお寺は国道３０９号線沿い、昨日の『日進小学校』の近くにあります。 
 ネットやガイドブックの中には国道１６９号線沿いとありますが、前にも書いたよ

うに、国道の路線変更でここの道は１６９号ではなく３０９号になっています。 
 『光福寺』は小さいながらも山門を持ったお寺です。 
 宗派は、この辺のほとんどのお寺と同じ『曹洞宗』です。 
 このお寺に残されている『尊雅王』の位牌とかは熊野市の文化財に指定されている

ようです。 
 南朝伝説は同じ飛鳥の大又にもあり、、『尊雅王』の兄の『尊秀王』の位牌が残され



ています。 
 地元では…少なくとも、興福寺ご住職の秋田殖康さんの調査の範囲では…南朝終焉

の地に間違いないだろうといわれています。 
 南朝のことは、和睦したとは言え、北の朝廷が続いてきたので、何百年もの間、半

分タブーのような物でしたから、良くわからなくて当たり前かと思います。 

 

Tags:熊野市 国道 169号 モノクロ      by je2luz | 2008-04-16 11:08 

 

 

 

 

2008 年  04 月  17 日  

熊野の旅 熊野の盆踊り  

 日本全国、津々浦々、お盆の頃になると盆踊りが盛んに踊られていたものです。 
 その音頭はその地方で特徴があり、さらに地区地区、集落集落で違いがあったもの

です。 
 声自慢の音頭とりが声を張り上げて音頭をとり、住民こぞって踊り、日によっては

徹夜で踊る…これが日本の夏でした。 

 
 紀州の南の方、熊野を含めて、盆踊りは『やっさのせ』です。 
 はやし言葉が『やっさのせー、よやさのせー』とか『ヤッサノセー、ヨイトマカセ

ー』言うのが基本になっているのでそういわれます。 
 かなり広い範囲でこのはやし言葉が使われているようですが、その地区その地区で、

リズムや音程、踊りも違ってきます。 
 ただ、何処の地区でも、非常に地味な物です。盆踊りの趣旨に合った素朴な物です。 
 『○○盆踊り』とか『××音頭』などと言う気の利いたものでも派手な物でもあり

ません。 



  
 この地方のお盆は月遅れ、８月お盆です。 
 地区によって日にちは違いますが、昔はお盆中、そして初盆の灯篭焼きの晩まで毎

晩あちこちで行われていました。 
 天理教会でも盆踊りをやっていましたね。 いかにも日本的な宗教感かと思います。 

 
 盆踊りは早い時間から始まって『中入り』の休憩を挟んで深夜まで行われました。 
 深夜になると、その地区地区に伝わる難しい音頭による難しい踊りがあります。 
 私が育った飛鳥町小阪では『三つ拍子』と言う踊りがそれに当たりました。 
 盆踊りが盛んであった時代でも、その音頭を取れる人は少ないし、踊り手も途端に

減るというものでした。 
 普通の『やっさのせ』でしたら、全く始めての人でも、５分あれば踊れます。 
 品（しな）良く踊れるかどうかは、練習と才能ですが… 
 この三つ拍子はもう少しややこしかったですね。 
 『輪』になるのではなく、『列』になって踊り、時々１８０度のターンが入ります。

完全に覚えていないと、みんなの逆を向くことに成ります。 
 この踊りに関しては、私の記憶から完全に消えています。 

 
 そうした、真打のような取って置きの盆踊りとして、飛鳥町神山に残るのが、『ジ

ャジャック盆踊り』です。 
 昨日も載せた『光福寺』の盆踊りとして伝えられてきたもので、熊野市の無形文化

財にも指定されています。 
 高校生の頃でしょうか、たった一度だけここまで遠征して、それを見たことがある



のですが、これまた全く記憶にありません。 

 
 その時代頃に、各地の盆踊りに歌謡曲風の踊りが入り込みだしたのです。 
 古くから受け継がれた素朴な物より、ちょいと派手で今様のが良いと思ったのでし

ょうね。レコードをかけての盆踊り風景が見られて、婦人会の人などが嬉しそうにそ

ろいの浴衣など作って・・・ 
 この流れが、一気に盆踊りを壊して言ったように思います。 
 時代が下ると『五輪音頭』『万博音頭』『オバ Q音頭』なんてのが全国の盆踊りで流
れたり・・・ 

 

この石垣にもたれて、青年団に貰った、まだ飲んではいけないお酒を飲んだ記憶は

あるのですが… 
 行く時は宵の口ですが、帰りは明け方の砂利道を 5Kmほど帰ったのです。 
 当時は、青年団と言う組織が活動していましたし、この盆踊りなどは絶好の出会い

の場でもあったのです。 
 よそに出ている若い人が里帰りして…久しぶりに『地の言葉』でしゃべれる相手と

…さほどと思わなかった子がきれいになっていたり… 
 そんな時代も、文化財的な物になったようです。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ        by je2luz | 2008-04-17 12:29 

 

 

 

 

2008 年  04 月  18 日  

熊野の旅 熊野古道の観光客数  

 新聞に『三重県東紀州対策室』の発表した熊野古道関連の事柄が出ていました。 
 見出しは… 『熊野古道ブーム下火？』・伊勢路観光客昨年も減 …と言う物です。 

 



 新聞なんか見なくても、元々、そんなにブームと言うほどの物ではなかったのです

から、こんなものでしょう。 
 熊野古道の風景で人を写しこもうとするなら、じっくりと構えて人が来るのを待た

ないと撮れないのが当たり前ですからね。 

  
 入山許可も要らないし、入場料も取らないし、全く無人の状態のところの観光客数

をどうして調べるたか不思議なのですが、昔から、こうした数字が発表されますね。 
 一年に数回カウンターを持ったアルバイトの人が数をチェックして、その数字で３

６５日分を算出するらしいですね。統計学的にはそこそこ正しいとは言うのですが… 
 熊野古道のうちで三重県側の伊勢路では紀北町相賀と尾鷲の間の『馬越峠』が一番

人気で４万１３４２人だそうです。（全数チェックしないで一桁まで出るのがすご

い！） 
 熊野市の『松本峠』は三番目で１万５２９０人だそうです。 
 この数字を、もう一度一日あたりに戻すと…松本峠は一日の観光客数 41.89…つま
り、４２人なんですね。 
 我が家の前でハイカーを見かけない日があって当たり前なのですよね。 

 
 私から見ると、この数字も大本営発表のような気がします。 
 だって、お役所はこの数字を元に巨費を投じた関連事業をやっているのですからね。 
 そもそも、この数字を出して発表するのにかける予算も、十万円単位では無いはず

なのです。 

 
 尾鷲に完成した、『熊野古道センター』には１３万人来たそうです。 
 管理者の居る施設の方が概数で、無人の方が端数まで…お役人ってすごい！ 
 この施設などは、イベントの来場者や物珍しさの近郊近在のお年寄りの来場者がか

なりの部分を占めているはずです。 
 取り立てて新しいものも出来ない田舎では、こうしたものやスーパーなどできると、

随分遠くから、『一回くらいは見ておかんと…』と、人が集まるのです。 
 その見込み客範囲は尾鷲の場合、熊野から紀伊長島まででしょうかね。 
 伊勢路全体で１５万３８７１人だそうです。 
 いつも言うように、この熊野古道・伊勢路は 100Kmにも及ぼうかと言う、日本地
図の上にでも線を引けるほど広い範囲なのです。 
 それに…この数字…全部あわせたものでも、『鬼ヶ城』だけだった時代の熊野市の

入り込み観光客の数字と同じような気もします。ピークではそっちの方がはるかに大

きかったと思うのですが… 

 
 ブームが終わったと言うより、マスコミ報道のブームはありましたが、観光客数の

方ではブームと言うほどの物は元々ありませんでした。 
 日本中の『世界遺産』は『ブームが終わった』のではなく、忘れ去られようとして

いると言った方が良いでしょうね。 



 
Tags:世界遺産 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2008-04-18 12:49  

 

 

 

 

 

2008 年  04 月  19 日  

熊野の旅 熊野は初夏 さらたけ  

 景色の方では、秋と冬の雰囲気に乏しい熊野でも、春から夏にかけては季節の移り

変わりがはっきり出ます。 
 今は桜も終わり、新緑の季節です、 
 見渡すと海と山しか無い所なので、ほぼ１８０度分の陸地が新緑で一杯です。 
 海の色は日本海と違い冬でも青いのでさほどの変化は無いのですか、海の上に浮か

ぶ雲が段々入道雲に近い物が出るようになっています。 
 そんな中、海からの贈り物は春先からの『しらす』と『小いわし』に加え、『サラ

タケイカ』になって来ています。 

 

 『サラタケイカ』は漢字で書くと、『皿丈烏賊』になります。 
 写真のように小皿の丈くらいのが好まれます。 



  
 イカの類は深い海から産卵のために浅い海岸にやってきます。 
 卵からかえったイカの子供はしばらく比較的浅い所をうろつきます。 
 資源保護から言うと、大きくしてから獲った方が良いのでしょうが、比較的獲り良

い子供の時にも一網打尽に獲ります。 
 この『皿丈』も正体は『するめイカ』の子供だそうです。 
 初夏に入る頃この大きさで近海をうろついています。そして、この時期だけ市場に

出回ります。 
 この大きさの物では『赤いか』も一杯出てきますが、この辺では『サラタケ』の方

が好まれます。 
 塩茹でか醤油でさっと煮て食べます。 
 他の小さなイカと何処が違うか…『スミ』が違います。 
 『スミ』と言いますが、小さなイカははらわたごと食べますから、『わた全体』の

味が違うと言うことでしょうね。 
 明らかに違いがあります。 
 ワタを食べられない人だと、この小さなイカの『身』にはさほど味がありませんか

らがっかりするかもしれません。 
 『イカ墨』だなんで、新しい物のように騒いだ時期がありますが、この辺では、大

昔から、初夏になると『イカ墨』を季節の味として食べていたのです。 
 もうしばらくは、この『サラタケイカ』が食べられます。 
 皿の丈を越えるとおいしくなくなります。 
 もう一つ・・・このイカには『寄生虫』がいることが多いです。 
 売り場でも、『火を通して食べてください』と書いてあるほど多くなります。 
 茹でてからでも、ワタを引っ張り出すと見えるときがあります。それに、イカは小

魚などを丸呑みしますから、消化途中の魚があったりしてあまり気持ちのよいもので

はないことがあります。 
 丸侭で食べる物は、素直に丸のまま口に放り込んでください。 
 おいしい物はおいしい食べ方をしないと・・・  
Tags:熊野の味 七里御浜           by je2luz | 2008-04-19 11:45 

 
 
 
2008 年  04 月  20 日  

熊野の旅 今年も賑わった 大泊駅前  

 紀勢本線大泊駅・・・ 
 今から５０年程前には貨物駅として重要だった所です。 
 『熊野川総合開発』の大又川、北山川水系のダム建設用のセメントはこの駅まで列

車で運ばれ、サイロに納められてから、トラックで山の中に運ばれました。 
 何も無い小さな田舎駅なのに、待避線、引込み線があり、『住友セメント』『小野田

セメント』二社のサイロがあったのです。 
 ほんの一時期、国鉄バスが、盲腸のようになったこの駅までバスを立ち寄らせたこ

ともありますが、旅客駅としては賑やかだったことは一度もありませんでした。 



 この駅の駅前広場には、戦前にここに駅が出来ることになったときに植えた桜があ

ります。 
 いまでは、立派な古木になって見事な花を咲かせています。 
 駅前広場といっても、お店があったわけでもなく、拡張もされなければ縮小もされ

ないので昔から同じままなので桜も傷められずに済んできたのです。 
 熊野市駅の隣りの駅、もちろん特急など止まることはありません。だから、乗降客

は居ないのですが、この町の中心から近いと言うことと、駅前に何も無くバスなども

来ないので、安心してござが広げられるので、昔から花見の時期だけ賑わいます。 

 

 何しろ近いですから、『思い立ったらさっとお花見』…なんて感じでやってきます

から、さほど広く無い駅前に家族連れやら団体やら、何組もの花見客が楽しんでいま

す。 
 今の JRの駅は無人ですから気楽な物です。 
 無人駅でもトイレはありますしね。 
 でも、皆さん、ゴミはきちんと持ち帰っているようです。 
 ４月５日の日にも、何組か楽しんでいました。 

 
 中にはこの辺では有名な御仁も居られました。 



 地元の人にはすぐばれますが、一応、作法どおりに目のところを隠させてもらいま

した。熊野市、南牟婁郡、合わせて４万人ほどしか居ない所ですから、何処へ言って

も見たことのある人はいるものなのですがね。 

 
Tags:熊野市 JR紀勢本線 モノクロ    by je2luz | 2008-04-20 12:03 

 

 


